
日と発展の?
一一富山県・沿海地方友好提携締結一一

を

日本国富山県とロシア連邦沿海地方

との友好提携協定書

日本国富山県とロシア連邦沿海地方は、多年にわたる友好交流を基

礎に、相互の理解を深め、友好関係をさらに推進することを確約し、こ

こに友好提携の協定を締結する。

双方は、学術、芸術文化 教育、スポーツ、経済などの各分野の広

範な交流を通じて双方の友好関係を一層発展させるよう努めるものと

する。

双方は、この協定が、富山県と沿海地方を結ぶきずなとなり 、かつ、

日露両国の友好関係の強化と国際社会の平和と安定に貢献することを

き
た
い
。
(
ク
ズ
ネ

ツ
オ
フ
知
事
)
」
と
そ
れ
ぞ
れ

提
携
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
岡
県
地
方
の
問
で
は
伏
木
富
山
港

と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
商
業
港
と

の
友
好
提
携
及

び
富
山
空
港
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
空
港
と
の
友

好
提
携
に
加
え
て
行
政
レ
ベ
ル
で
三
つ
の
友
好

提
携
が
整
い
、
今
後
は
地
域
レ
ベ
ル
、

草
の
根

レ
ベ
ル

の
交
流
が
ま
す
ま
す
活
発
に
行
わ
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
前
日

の
八
月
二
十
五
日
に
は
、

富
山

市
の
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル
で
「
富
山
国
際
地
域

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

約
三
O

O
名
の
聴
衆
が
会
場
を
埋
め
ま
し
た
。
午
前
中

確信する。

この協定は、ともに同等の効力を有する日本語及びロシア語により

本書各2通作成され、それぞれ署名当事者が日本語及びロシア語によ

る本書を各 1通保有する。

日本国 ロシア連邦

沿海地方知事

ヴラジミ jレ・S・クズネツォフ呈皇
王"'-

1992年8月26日

富山県知事

中沖

平
成
四
年
八
月
二
十
六
日
、
富
山
県
と

ロ
シ

ア
連
邦

・
沿
海
地
方
と
の
間
で
女
好
提
携
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
県
民
会
館
で
行
わ
れ
た

調
印
式
に
は
、
約
三
十
名
が
列
席
、
厳
粛
な
雰

囲
気
の
な
か
、
中
沖
知
事
と
ク
ズ
ネ
ツ
オ
フ
沿

海
地
方
知
事
が
「
相
互
の
理
解
を
深
め
、
友
好

関
係
を

一
層
発
展
さ
せ
、
日
露
両
国
の
友
好
関

係
の
強
化
と
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
貢
献

す
る
」
旨
の
協
定
書
に

署
名
し
ま
し
た
。

国
際
立
県
を
目
指
す

富
山
県
の
海
外
と
の
友

好
提
携
は
中
国

・
遼
寧

省
、
ブ
ラ
ジ
ル
・サ
ン

パ

ウ
ロ
州
、
ア
メ
リ
カ
・オ

レ
ゴ
ン
州
に
続
い
て
四

番
目
と
な
り
、
ま
た
、

沿
海
地
方
に
と

っ
て
も
、

中
国
・
吉
林
省
、
黒
龍
江

省
に
続
い
て
三
番
目
と

な
り
、
特
に
西
側
諸
国
の
自
治
体
と
は
初
の
友

好
提
携
と
な
り
ま
す
。
調
印
式

の
後
、
両
知
事

は
「
富
山
県
と
沿
海
地
方
は
最
良
の

パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
。
双
方
が
環
日
本
海
交
流
圏
構
築
の

リ
ー
ダ
ー
と
な

っ
て
、
日
本
海
を
平
和
と
発
展

の
海
に
し
て
い
く
た
め
、
今
後
と
も
手
を
た
ず

さ
え
て
人
的
、
文
化
、
経
済
交
流
を
着
実
に
進

め
て
い
き
た
い
。
(
中
沖
知
事
)
」
、
「
わ
れ
わ
れ
は

地
域
間
外
交
に
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

こ
の
協
定
は
今
後
の
関
係
発
展
に
尽
く
す
も
の

と
思
う
。
今
後
と
も
人
と
人
の
良
き
関
係
を
築

L 。

ヤクート サハ共和国

ヤクーツクO

は
ロ
シ
ア
セ
ミ
ナ
ー
と
題
し
て
、
小
川
・
ロ
シ

ア
東
欧
経
済
研
究
所
副
所
長
の
司
会
の
も
と
、

マ
ル
チ
ノ
フ
所
長

(ロ

シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

世
界
経
済
国
際
関
係
研
究
所
)
、
ニ

l
ラ
ン
支
局

長

(ワ
シ
ン
ト
ン
・

タ
イ
ム
ズ
東
京
支
局
)、

矢

野
・

京
都
大
学
教
授
が
今
後
の
日
露
関
係
に

つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い、

午
後
か
ら
は

環
日
本
海
知
事
サ
ミ
ッ

ト
と
題
し
て
、
飯
田

-

N
H
K
解
説
主
幹
の
司
会
の
も
と
、

王
(ワ

ン
)

主
任

(中
国
遼
寧
省
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員

会
)、

権
(ク
オ
ン
)
地
域
経
済
局
長

(韓
国
江
原

道
)
、
ク
ズ
ネ
ツ
オ
フ
知
事
、
中
沖
知
事
が
今
後

の
地
域
レ

ベ
ル
の
国
際
的
交
流
に

つ
い
て
意
見

交
換
し、

日
本
海
が
豊
か
で
文
化
的
な

「平
和

と
発
展
の
海
」
と
な
る
よ
う
協
力
し
て
い
く
旨

の
富
山
ア
ピ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

方
一
切

地

。、
山

ト
嗣
出
1

，ノ
M

町

念

町

、1
寸じ

県

三加

州

山

創

w

富

矧

ー

友
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立山(室堂)で自然を満喫(8月27日)

226万人
166，000km' 
モンスーン型

中心都市 ウラ ジオストク市

1938年10月20日

人口

面 積

気候

主要都市

地方結成

/ 
/ 

〔沿海地方の概要〕

沿海地方は ロシア連邦極東地域の東南端に位置し、 日本海沿岸やウスリ ー

)11一帯等の平野部を除くと←商山脈、丘陵によ っておおわれており、ウス リ

ータ イガと呼ばれる森林や山岳が同地方の80%を占める。沿海地方の海岸線

は延長2，050kmに達し、 北部は平担な海岸線であるが、南部の海岸は屈曲に富

み、特にピョートル大帝湾はナホトカ、 ウラジオストクなどの湾を抱えて一

大港湾地帯を形成している。

気候は、夏は海洋の影響を受けて高湿の空気が浸入し曇った日が続き、冬

は内陸の影響を受け、気温が低 く乾燥して晴天が続く 。

ウラジオス トク市の年平均気温は4
0

C、年間降水量は831mmて、あり、極東の真

珠とも呼ばれる美しい町並みを有しており、本年1月1日から対外開放された。

沿海地方の主力産業は、漁業、林業、鉱業等の資源開発型産業であり 、ま

た、陸、海運の交通輸送は、ロシア東部の窓口として重要な役割を担ってい

る。農業は自然環境に恵まれ、粉i束第一の生産地域である。
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